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【機密性２】Ｈ２８年度のメンテナンス会議における取組状況

●Ｈ２８年度の活動方針

１．メンテナンスサイクルの進捗管理

① 平成２７年度点検結果の取りまとめ

② 平成２８年度以降の点検計画の確認

⇒目標： 現状及び課題を共有し、１巡目点検を平成３０年度までに確実に完了

２．メンテナンスサイクルを持続的に回す取り組みの推進

① メンテナンス会議、各部会の活動を進める

② 体制支援（＝一括発注など）

③ 技術力の向上（＝点検に係る研修・講習会の実施）

３．老朽化に関する広報の実施

H28.10.27 （神奈川県橋梁点検講習会） H29.2.20～27(パネル展相模原市緑区合同庁舎）H28.6.29 （道路メンテナンス会議の実施状況）

・１２市６町と意見交換
・課題を踏まえ、H29年
度以降の活動に反映

①会議3回、各部会5回
②一括発注14市町村
③講習会2回ほか情報提供

・パネル展 6会場、58日間
ほか全ての市町村庁舎、

道の駅でポスター掲示

・講演会

資料⑥－１

《実施結果》

〈　23　〉



【機密性２】

平成28年度平成26年度 平成27年度

○橋梁点検の一括発注を活用している神奈川県内の市町村は、着実に増えており、平成28年度に
地域一括発注を活用している割合は、神奈川県で全体の71％程度となっている。

地域一括発注の割合（神奈川県内の市町村（政令市除く））

平成２８年度の地域一括発注契約状況（神奈川県【橋りょう】）

（当初）
平成２８年 ６月 ２８日 公告
平成２８年 ７月 １９日 契約
平成２８年 ８月より点検開始
（対象橋梁：３８１橋、対象自治体：１４市町）

8市町

3市
6市町

12市町 7市町村17市町

橋梁点検を
実施した
11市町

橋梁点検を
実施した
18市町

橋梁点検を
実施した
24市町村

■自治体職員の負担軽減のため「橋梁点検の地域一括発注」の推進

課題に対する取り組み状況 （体制支援） 資料⑥－２

（追加）
平成２９年 ２月 ３日 公告
平成２９年 ３月 ６日 契約
平成２９年 ４月より点検開始予定
（対象橋梁：２３０橋、対象自治体：６市町）
※うち3市町は当初から地域一括発注を活用

地域一括発注を活用
している市町村数

地域一括発注を活用
していない市町村数
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【機密性２】課題に対する取り組み状況 （技術力の向上）

○実施日 ： 平成２８年１０月２７日（木）

○地方公共団体職員向けに道路橋の保全等についての講義と点検方法などの現場実習を

組み合わせた技術講習会。

※Ｈ２６年度より毎年実施。現場実習を行う橋梁がある自治体の協力を得て開催

・内容： 座学（橋梁点検に必要な知識、点検記録方法、診断・判定の考え方）・・・午前

現場実習（橋梁点検）・・・午後

・１７団体、２８名の参加

アンケート ～橋梁点検にあたっての自治体職員の課題～

点検コストの縮減。点検に関する知識が不足している

点検の判定区分の判断が迷う 等

国道246号 新相模大橋（海老名市内）での現場実習橋梁点検講習会（座学）

資料⑥－３

■神奈川県橋梁点検講習会（海老名市内） （メンテナンス会議主催）
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【機密性２】課題に対する取り組み状況 （技術力の向上）

■橋梁の維持管理に関する講習会 （メンテナンス会議主催）

非破壊検査実習座 学

資料⑥－４

○実施日 ： 平成２８年１１月２５日（金）

○地方公共団体の管理職員向けにコンパクトな半日コースの技術講習会（座学、実習）を開催

・内容： 座学（点検概要、損傷と原因推定、新たな点検技術）

実習（非破壊検査）

・後援： 首都高速道路（株）、首都高技術（株）

・１４団体、１３名の参加
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【機密性２】

○実施日 ： 平成２９年３月６日（月）

○地域一括発注業務において点検した橋梁を対象に、健全性の診断を決定するためのプロ
セス、判定会議（仮称）における意見交換や情報共有を図ることで市町村職員の技術力
の向上を図る。

会議の構成： 橋梁点検一括発注対象市町村（H28年度：１０市４町）
国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所、
神奈川県県土整備局道路部道路管理課、
公益財団法人神奈川県都市整備技術センター、橋梁点検受託者

※Ｈ２８年度より試行した取り組み

課題に対する取り組み状況 （技術力の向上） 資料⑥－５

■市町村管理の橋梁点検（地域一括発注）における診断の支援（試行）
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【機密性２】

①横浜防災フェア（横浜赤レンガ倉庫）

課題に対する取り組み状況 （広報活動 パネル展示）

①平成２８年 ８月２７～２８日 「横浜防災フェア２０１6」

イベントブース内でのパネル展示

②平成２８年 ９月 １～１４日 相模原市役所でのパネル展示

③平成２８年１０月２４～３１日 小田原市役所でのパネル展示

④平成２８年１１月 ２～１１日 秦野市役所でのパネル展示

⑤平成２８年１１月１４～２５日 山北町役場でのパネル展示

⑥平成２９年 １月２５日～ 県内全ての市町村庁舎、

道の駅等においてポスター掲示中

⑦平成２９年 ２月２０～27日 相模原市緑区合同庁舎でパネル展示

⑥道の駅 箱根峠③小田原市役所ロビー

資料⑥－６

■ 県内各所での老朽化に関するパネル展示
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【機密性２】課題に対する取り組み状況 （広報活動 講演会）

開催日時： 平成２９年 ２月２３日（木） １４：００～１６：００

開催場所： 横浜市スポーツ医科学センター 大研修室

①基調講演： インフラ健康診断の取り組み

横浜国立大学 都市イノベーション研究院 教授 勝地 弘

②状況報告： 神奈川県内の道路老朽化の現状報告

③技術講演： 老朽化対策について

道路構造物研究部橋梁研究室 増田 安弘 主任研究官

国立研究開発法人 土木研究所

構造物メンテナンス研究センター（ＣＡＥＳＡＲ） 玉越 隆史 上席研究員

参加者： ９０名 （うち自治体４０名、一般３２名、国ほか１８名）

資料⑥－７

■道路メンテナンスの大切さを考える講演会
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